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市
立
病
院
で
は
心
臓
病
や

脳
血
管
疾
患
の
専
門
的
治
療

を
行
い
、
重
篤
な
腎
臓
疾
患

の
血
液
浄
化
を
行
う
人
工
透

析
機
能
を
併
設
し
た
（
仮
称
）

新
医
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

ま
す
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー

内
に
は
併
せ
て
急
病
の
子
ど

も
へ
の
一
次
救
急
に
対
応
す

る
施
設
と
し
て
、（
仮
称
）
小

児
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
ま
す
。
 

　
工
事
は
平
成
23
年
3
月
か

ら
開
始
し
、
平
成
24
年
4
月

の
開
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
病
院
の
出
入

り
口
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

草加市立病院は、市民のいのちと

健康を守り、地域医療の中核を担う

ことを使命とします。 
草加市立病院 ホームページ 検索 

新
た
な
施
設
の
整
備
が
 

急
務
に
 

脳
・
心
臓
疾
患
は
 

救
命
医
療
に
対
応
 

平
成
24
年
4
月
開
院
予
定
 

   　
草
加
市
で
は
救
急
搬
送
患
者
が
年

間
約
９
７
０
０
人
発
生
し
、
そ
の
う

ち
４０
％
以
上
を
市
立
病
院
が
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
高
齢
化
が
進

み
、
救
急
患
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が

予
測
さ
れ
ま
す
。
特
に
３
大
疾
病
と

言
わ
れ
て
い
る
心
臓
病（
心
筋
梗
塞
、

心
不
全
）、
脳
血
管
障
害
（
脳
梗
塞
、

く
も
膜
下
出
血
）
な
ど
は
救
急
医
療

に
お
い
て
も
重
症
度
が
高
く
、
一
分

一
秒
を
争
う
緊
急
の
処
置
が
必
要
で
、

そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
を
専
門
的
に

受
け
入
れ
る
施
設
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
小
児
救
急
に
お
い
て
は
、

草
加
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
併
設
さ
れ

た
夜
間
急
患
診
療
所
を
利
用
す
る
患

者
数
が
減
少
し
、
市
立
病
院
に
軽
症

者
を
含
め
た
患
者
さ
ん
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
立
病
院
の
小
児

科
医
師
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
、

救
急
診
療
体
制
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
立
病
院

に
お
い
て
病
院
機
能
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。
 

   　
新
た
に
建
設
す
る
施
設
は
草
加
市

で
は
初
め
て
と
な
る
救
命
医
療
を
行

う
施
設
で
す
。
川
口
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
や
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
内

に
設
置
さ
れ
た
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー

（
三
次
医
療
）と
も
密
接
に
連
携
し
、

周
辺
自
治
体
を
含
め
た
埼
玉
県
東
部

地
区
の
救
急
患
者
を
広
域
に
受
け
入

れ
ま
す
。
特
に
脳
血
管
障
害
や
心
臓

疾
患
で
は
、
救
命
の
た
め
の
高
次
医

療
に
対
応
す
る
た
め
、
高
度
な
機
能

を
持
っ
た
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
併
設
さ
れ
る
腎
臓
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
応
で
き

な
か
っ
た
合
併
症
を
有
す
る
慢
性
腎

不
全
患
者
の
診
療
や
血
液
透
析
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
１
階
部

分
に
は
、
草
加
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に

併
設
の
夜
間
急
患
診
療
所
が
移
転

し
、
（
仮
称
）
小
児
夜
間
救
急
セ
ン

タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

こ
で
受
け
入
れ
た
症
状
の
重
い
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、
時
間
を
お
か
ず

に
市
立
病
院
に
紹
介
さ
れ
、
病
院
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
は
じ
め
様
々
な

精
密
検
査
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

   　
開
院
予
定
の
（
仮
称
）
新
医
療
セ

ン
タ
ー
は
現
市
立
病
院
の
東
側
ス
ペ

ー
ス
に
建
設
し
ま
す
。
平
成
２３
年
３

月
か
ら
工
事
を
開
始
し
、
平
成
２４
年

３
月
に
建
物
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

開
院
は
平
成
２４
年
４
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
 

（仮称）新医療センターが 
目指す救急医療 

（仮称）新医療センターが 
目指す救急医療 

（仮称）新医療センターが 
目指す救急医療 

－3月から建設工事が始まります－ 

　
（
仮
称
）
新
医
療
セ
ン
タ
ー
の

開
院
に
向
け
、
看
護
体
制
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。
 

■
受
験
資
格
　
昭
和
４１
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
２４
年
４

月
１
日
（
①
の
試
験
の
場
合
は
平

成
２３
年
４
月
１
日
）
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人
 

■
採
用
人
数
　
各
２０
人
 

■
試
験
日
　
下
表
の
と
お
り
 

■
試
験
　
論
文
、
面
接
 

E
申
込
期
限
ま
で
に
市
立
病
院
経

営
管
理
課
へ
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
、
郵
送
可
）。
募
集
要
項
と
採

用
試
験
申
込
書
は
市
立
病
院
、
市

役
所
職
員
課
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
物
産
・
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
で
配
布
。
市
立
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
 

B
市
立
病
院
経
営
管
理
課
蕁
９
４

６
・
２
２
０
０
A
３
０
０
３
 

　
市
立
病
院
の
出
入
り
口
が
３
月

か
ら
（
仮
称
）
新
医
療
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
終
了
（
平
成
２４
年
３

月
を
予
定
）
ま
で
一
部
変
更
に
な

り
ま
す
。
 

○
東
側
市
道
か
ら
の
車
両
入
口
（
地

図
①
）
は
閉
鎖
さ
れ
、
北
側
県
道

の
車
両
入
口
（
地
図
②
）
か
ら
の

み
進
入
で
き
ま
す
。
 

○
病
院
へ
の
時
間
外
出
入
り
口
が
、

北
側
の
主
出
入
り
口
の
東
側
（
地

図
③
）
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
工
事
期
間
中
は
駐
車
場

の
一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
る
た

め
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で

き
る
限
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（仮称）新医療センターの 
建設工事に伴い 

市立病院の 
出入り口などを 
変更 

平
成
23
・
24
年
度
採
用
 

市
立
病
院
看
護
師
を
募
集
 

⑥平成24年 4 月1日 ⑥平成24年 1 月21日貍 ⑥平成24年 1 月17日貂 

⑤平成24年 2 月1日 ⑤平成23年11月19日貍 ⑤平成23年11月15日貂 

④平成23年12月1日 ④平成23年 9 月17日貍 ④平成23年 9 月13日貂 

③平成23年10月1日 ③平成23年 7 月23日貍 ③平成23年 7 月19日貂 

②平成23年 8 月1日 ②平成23年 5 月28日貍 ②平成23年 5 月24日貂 

①平成23年 6 月1日 ①平成23年 3 月12日貍 ①平成23年 3 月 8 日貂 

採用予定日 試　験　日 申込期限 
←国道4号 県道さいたま草加線 

工事区域 

工事期間中 
閉鎖 

市立病院 
（既存建物） 

駐車場 

市
　
道
 

② 

① 

③ 

（仮称）新医療センター 

（仮称）新医療センターは現在の市立病院に隣接して建設されます 

市立病院 

②～⑥の試験で免許取得見込みの人は平成24年 
4月1日採用となります。 



透析治療室イメージ 

   　
心
筋
梗
塞
や
心
不
全
は
致
死
率
の

高
い
病
気
で
す
。
さ
ら
に
解
離
性
動

脈
瘤
な
ど
は
緊
急
の
外
科
的
手
術
以

外
で
は
救
命
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
心
臓
疾
患
全
般
に
わ
た
る
急
性

期
治
療
を
、
循
環
器
内
科
と
心
臓
外

科
の
医
療
チ
ー
ム
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
施
設
に
は
、
心
臓
疾
患
集
中
治
療

室
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
に
隣
接
し
て
血
管
撮

影
室
が
あ
り
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
閉
塞
し
た
冠
動
脈
を

直
ち
に
カ
テ
ー
テ
ル
で
開
通
し
た
り
、

そ
の
後
の
血
流
を
保
持
す
る
た
め
の

血
管
内
ス
テ
ン
ト
（
コ
イ
ル
）
の
植

え
込
み
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
手
術
の
必
要
な
患
者
さ
ん
を
病

棟
か
ら
手
術
室
へ
つ
な
ぐ
連
絡
通
路

に
よ
っ
て
直
ち
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
 

   　
脳
卒
中
と
は
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な

ど
全
て
の
脳
血
管
障
害
を
含
む
病
気

の
総
称
で
す
。
脳
血
管
障
害
は
急
性

期
治
療
が
そ
の
予
後
を
大
き
く
左
右

し
ま
す
。
 

　
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
脳
血
管

障
害
集
中
治
療
室
で
は
、
様
々
な
神

経
所
見
の
変
動
を
早
期
に
捉
え
、
症

状
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
の
治
療
を

専
門
医
と
関
連
部
門
が
一
体
と
な
っ

て
行
い
ま
す
。
 

　
発
症
後
に
起
き
た
四
肢
の
麻
痺
、

失
語
な
ど
に
対
し
て
は
、
病
気
の
初

期
か
ら
ベ
ッ
ド
上
で
直
ち
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の
急
性
期

運
動
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

な
設
備
も
用
意
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
全
て
に
先
手
を
打
っ

た
専
門
的
な
治
療
が
総
合
的
に
展
開

さ
れ
ま
す
。
 

   　
糖
尿
病
の
進
行
に
よ
り
腎
機
能
が

悪
化
し
、
透
析
治
療
が
必
要
と
な
る

患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
新
た

に
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
脳
卒
中
や
心
臓
疾

患
な
ど
の
合
併
症
を
併
発
し
て
い
る

長
期
透
析
患
者
さ
ん
に
も
対
応
で
き

る
透
析
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
 

   　
市
立
病
院
に
隣
接
し
た
場
所
あ
る

い
は
敷
地
内
に
、
小
児
患
者
の
時
間

外
診
療
所
を
設
け
、
応
急
的
な
処
置

と
し
て
の
一
次
医
療
と
、
入
院
な
ど

の
必
要
な
二
次
医
療
を
連
続
し
て
行

う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
草
加
市
が
考

え
て
い
た
理
想
の
医
療
環
境
で
し
た
。
 

　
今
回
、
草
加
八
潮
医
師
会
に
所
属

す
る
小
児
科
専
門
医
の
ご
協
力
に
よ

り
、
（
仮
称
）
小
児
夜
間
救
急
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
同
医
師
会
所

属
医
師
が
同
セ
ン
タ
ー
で
一
次
医
療

を
、
市
立
病
院
小
児
科
医
師
が
現
市

立
病
院
で
二
次
医
療
を
担
当
し
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
日
常
的
に
一
次
医
療

に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
市
立
病
院
小
児

科
医
師
の
後
方
支
援
と
し
て
大
き
な

援
軍
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
受
診

さ
れ
る
保
護
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

安
心
を
与
え
る
施
設
と
な
り
ま
す
。
 

   　
草
加
市
消
防
本
部
で
は
（
仮
称
）

新
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
る

（
仮
称
）
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
救

急
隊
と
高
規
格
救
急
車
１
台
を
配
置

し
ま
す
。
市
立
病
院
周
辺
地
域
か
ら

の
救
急
通
報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
短
縮
と
救
命
率
の
向
上
を
目
指

す
も
の
で
す
。
将
来
的
に
は
救
命
機

器
を
搭
載
し
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
市

立
病
院
が
運
用
し
、
通
報
内
容
が
重

篤
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
医
師
と
救

急
救
命
士
が
同
乗
し
て
現
場
や
車
内

で
救
命
処
置
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま

す
。
 

   　
市
立
病
院
で
働
く
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
０
歳
か
ら
３
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児

を
預
か
る
施
設
で
す
。
医
療
ス
タ
ッ

フ
は
勤
務
時
間
が
不
規
則
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
個
々
の
勤
務
時
間
に
対
応

で
き
る
保
育
施
設
の
整
備
が
必
要
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

　
全
国
的
に
医
師
・
看
護
師
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
市
立
病
院

で
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
出
産
後
も
子

育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し
て
勤
務
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
 

縒 平成23年３月５日…… 草加市立病院 

（
仮
称
）新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
主
な
機
能
 

（
仮
称
）新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
主
な
機
能
 

脳
卒
中
（
ス
ト
ロ
ー
ク
）
 

セ
ン
タ
ー
 

腎
臓
セ
ン
タ
ー
・
透
析
 

治
療
室
 

（
仮
称
）
小
児
夜
間
救
急
 

セ
ン
タ
ー
 

院
内
保
育
室
 

（
仮
称
）
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

循
環
器
セ
ン
タ
ー
 

担
当
専
門
医
の
声
 

救命後の機能回復のために 

院内保育室イメージ 

草加八潮医師会医師による小児救急診療 

救命率の向上を目指して 

ＩＣＵ・ＣＣＵイメージ 

■（仮称）新医療センター建築概要 
　 建築面積：1,165.96裃 
　 延床面積：4,956.89裃 
　 構　　造：鉄骨造 
　 階　　数：地上5階 

5F
研修施設 
院内保育施設 

4F 腎臓センター・透析治療室 
（透析ベッド 40床） 

3F 脳卒中センター 
（集中治療室 12床） 

2F 循環器センター 
（集中治療室 8床） 

1F
（仮称）小児夜間救急 
センター、救急部門、 
（仮称）救急ステーション 

　
脳
卒
中
は
高
齢
者
に
限
っ

た
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
院
で
は
年
間
４００
例
に
達
す

る
脳
卒
中
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
４０
歳
か

ら
５０
歳
代
ま
で
の
方
が
全
体

の
約
１５
％
を
占
め
ま
す
。
予

想
外
に
若
い
患
者
さ
ん
の
存

在
に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る

ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
に
救
命
後
の
言
葉
や

四
肢
の
機
能
回
復
が
極
め
て

重
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
脳
血
管
障
害
集
中
治
療
室

は
、
脳
卒
中
治
療
専
用
ベ
ッ

ド
で
あ
り
、
医
師
、
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
科
な
ど
の
専
属
ス

タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。
こ

こ
で
の
治
療
成
績
は
従
来
の

一
般
病
棟
で
の
治
療
に
比
べ

れ
ば
、
生
命
・
機
能
予
後
な

ど
全
て
に
お
い
て
優
れ
て
い

ま
す
。
く
も
膜
下
出
血
は
緊

急
の
外
科
治
療
を
必
要
と
し

ま
す
が
、
そ
の
後
の
機
能
の

回
復
に
は
リ
ハ
ビ
リ
や
栄
養

管
理
な
ど
患
者
さ
ん
の
総
合

的
管
理
が
大
切
で
す
。
当
院

で
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、

集
中
治
療
室
内
に
発
症
後
早

期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
行
え
る

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
迅
速
な

機
能
回
復
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

脳神経外科部長　新井 俊成 

心臓外科と連携した治療を 

　
現
在
日
本
は
世
界
に
類
を

見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
１０
年
で
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
心
筋
梗
塞
、

不
整
脈
、
心
不
全
な
ど
循
環

器
疾
患
の
治
療
管
理
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
設
置
さ
れ
る
心

臓
疾
患
集
中
治
療
室
（
Ｃ
Ｃ

Ｕ
）
は
循
環
器
内
科
と
心
臓

外
科
が
一
体
と
な
っ
た
治
療

施
設
で
、
日
夜
時
間
を
問
わ

ず
い
つ
で
も
患
者
さ
ん
を
受

け
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
を

迅
速
に
提
供
で
き
る
施
設
で

す
。
 

　
病
室
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
に
隣
接

し
た
血
管
撮
影
室
で
は
冠
動

脈
疾
患
に
対
す
る
心
臓
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
が
可
能
で
、
バ

イ
パ
ス
手
術
な
ど
緊
急
に
手

術
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

は
、
そ
の
ま
ま
同
階
に
あ
る

手
術
室
に
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
草
加
市
民
の
救
命
を
第
一

義
と
し
て
、
安
心
で
充
実
し

た
長
寿
社
会
を
形
成
す
る
一

翼
を
担
え
る
よ
う
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
精
進
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

循環器科部長　土信田 伸夫 
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市
立
病
院
小
児
科
は
肺
炎
や
脱
水

な
ど
、
重
症
な
患
者
さ
ん
の
入
院
診

療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

市
内
に
小
児
の
入
院
診
療
を
行
っ
て

い
る
施
設
が
市
立
病
院
以
外
に
な
い

か
ら
で
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

脳
波
、
超
音
波
な
ど
の
高
度
な
検
査

機
器
も
整
っ
て
い
る
た
め
、
け
い
れ

ん
や
心
雑
音
な
ど
の
詳
し
い
検
査
が

必
要
な
子
ど
も
へ
の
診
療
も
担
っ
て

い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

最
初
か
ら
市
立
病
院
を
受
診
す
る
方

が
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
身
近
な
「
か

か
り
つ
け
医
」
を
受
診
す
る
と
安
心

で
す
。
地
元
の
診
療
所
や
医
院
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
は
こ
れ
ま
で
軽
症
か
ら

重
症
ま
で
数
多
く
の
子
ど
も
を
診
療

し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
身
近
に
い
る
医
師
を
「
か

か
り
つ
け
医
」
と
し
て
持
ち
、
普
段

か
ら
受
診
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

健
康
状
態
や
生
活
環
境
を
把
握
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
適
切
な

治
療
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
病
気
の
予
防

や
早
期
発
見
・
治
療
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
 

   　
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
が
診
療
を
行

っ
て
い
る
時
間
帯
は
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
十
分
に

配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
診
察
や
検

査
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
安

心
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
「
昼
間

は
仕
事
が
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
は
夜

間
に
受
診
さ
せ
よ
う
」
「
夜
間
の
ほ

う
が
空
い
て
い
そ
う
」
な
ど
、
あ
え

て
夜
間
や
休
日
に
市
立
病
院
の
救
急

外
来
を
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
間
か
ら
症
状

が
出
て
い
る
の
に
夜
に
な
っ
て
不
安

に
な
り
受
診
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
夜
間
や
休
日
に
来
院

す
る
小
児
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
緊
急

の
処
置
を
要
し
な
い
軽
症
の
患
者
さ

ん
で
す
が
、
市
立
病
院
の
当
直
小
児

科
医
は
一
人
で
病
棟
の
入
院
患
者
さ

ん
や
新
生
児
医
療
も
担
当
し
て
い
る

た
め
、
す
ぐ
に
は
診
察
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
以
外

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
検
査

も
あ
り
、
昼
間
に
受
診
し
た
ほ
う
が

良
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
昼
間

の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
 

   　
そ
れ
で
も
夜
間
や
休
日
に
急
病
や

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
市
立
病
院

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は

直
接
来
院
せ
ず
、
ま
ず
は
電
話
で
の

相
談
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
市
立

病
院
で
は
小
児
科
医
師
の
指
導
の
も

と
で
看
護
師
が
電
話
で
症
状
な
ど
を

聞
き
、
対
処
方
法
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
 

　
ま
た
、
埼
玉
県
で
は
小
児
救
急
電

話
相
談
を
開
設
し
、
子
ど
も
の
夜
間

の
急
病
の
際
に
医
療
機
関
へ
の
受
診

の
要
否
や
応
急
対
処
の
方
法
を
助
言

し
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
局
番
な

し
の
「
＃
８
０
０
０
」
で
、
月
〜
土

曜
日
は
午
後
７
時
か
ら
午
後
１１
時
ま

で
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
１１
時
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
 

   　
市
立
病
院
で
は
安
定
し
た
小
児
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
草
加
八
潮

医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
週
２
〜

３
回
午
後
７
時
３０
分
か
ら
午
後
１0
時

３０
分
ま
で
、
同
医
師
会
に
所
属
す
る

医
師
に
市
立
病
院
の
小
児
救
急
診
療

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
平
成
２４
年
度
か
ら
は
病
院
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
る
（
仮
称
）
小
児
夜

間
救
急
セ
ン
タ
ー
で
、
同
医
師
会
に

所
属
す
る
医
師
に
よ
っ
て
小
児
の
一

次
救
急
診
療
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
医
師
会
所
属
医
師

が
診
療
を
行
い
、
検
査
や
入
院
が
必

要
な
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
市
立
病

院
に
紹
介
し
、
市
立
病
院
小
児
科
医

師
が
二
次
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
症
状
に
よ
っ
て
医
師
の

役
割
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
医
師
の

負
担
を
軽
減
で
き
る
ほ
か
、
市
立
病

院
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
重
症
の
患

者
さ
ん
へ
の
手
厚
い
救
急
医
療
の
提

供
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
原
則
と
し
て
、

来
院
し
た
患
者
さ
ん
全
員
に
診
察
を

行
う
予
定
で
す
。
し
か
し
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
数
な
ど
診
療
体
制
の
面
か
ら

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
に
は
昼

間
が
一
番
で
す
。
夜
間
や
休
日
に
慌

て
な
い
よ
う
、
身
近
に
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
持
ち
、
普
段
か
ら
受
診
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

昼
間
の
受
診
を

昼
間
の
受
診
を
 

お
す
す
め
し
ま
す

お
す
す
め
し
ま
す
 

昼
間
の
受
診
を
 

お
す
す
め
し
ま
す
 

ま
ず
は
に
か
か
り
つ
け
医
へ

ま
ず
は
に
か
か
り
つ
け
医
へ
 

急
病
の
時
は
市
立
病
院
へ

急
病
の
時
は
市
立
病
院
へ
 

ま
ず
電
話
で
相
談
を

ま
ず
電
話
で
相
談
を
 

小
児
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー

小
児
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
 

を
開
設

を
開
設
 

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
へ
 

急
病
の
時
は
市
立
病
院
へ
 

ま
ず
電
話
で
相
談
を
 

小
児
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
 

を
開
設
 

早く飲めば 
早く効く？ 
早く飲めば 
早く効く？ 
クマガイこどもクリニック 
院長　熊 谷 　

　
市
立
病
院
の
救
急
外
来
で
準
夜
帯

に
小
児
の
診
療
を
し
て
い
る
と
、
軽

い
風
邪
や
鼻
水
な
ど
で
受
診
し
て
し

ま
う
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
風
邪
薬
は
早
く
飲
め
ば
早
く
効

く
」
と
多
く
の
方
々
が
思
い
込
ん
で

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
し
か
し
、
現
在
の
医
療
レ
ベ
ル
で

は
風
邪
に
効
く
薬
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

風
邪
の
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
を
早
く
体
の
外
に
出
す
薬

は
存
在
し
な
い
の
で
す
。
総
合
感
冒

薬
の
中
に
は
咳
止
め
、
鼻
の
薬
、
解

熱
剤
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
強
い
咳
止
め
は
肺
炎
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
鼻
の
薬
も
風
邪
に
有
効

で
な
い
ば
か
り
か
副
作
用
で
心
臓
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

解
熱
剤
を
飲
む
と
体
が
微
生
物
と
戦

わ
な
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
は
2
、
３

日
長
く
体
の
中
に
残
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
州
で
子
供

用
の
総
合
感
冒
薬
の
販
売
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
風
邪
薬
は
全
く
効
か

な
い
ば
か
り
か
、
子
供
の
場
合
は
ま

れ
に
副
作
用
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

　
夜
間
に
風
邪
で
救
急
に
早
く
か
か

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て
ず
昼

間
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
昼
間
か
ら
症
状
が
出
て
い
る
の
に
あ
え
て
夜
間
に
市
立
病
院

の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
小
児
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
緊
急
の
処
置
を
要
し
な
い
軽
症
の
患
者
さ
ん
が
多
く
い

ま
す
が
、
夜
間
や
休
日
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
少
人
数
の
た
め
、

行
う
こ
と
が
で
き
る
検
査
が
限
ら
れ
る
な
ど
、
通
常
の
診
療
時

間
帯
と
比
べ
る
と
十
分
な
診
療
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

夜
間
や
休
日
に
慌
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
身
近
に
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
ち
普
段
か
ら
受
診
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期

発
見
や
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
の
病
院

へ
の
か
か
り
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

子
ど
も
の
病
院
へ
の
か
か
り
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
 

医療機関ごとの特徴 

藺数多くの症例を診察してきた 
　ベテランの医師 
　　蛯「かかりつけ医」 
藺健康相談、育児相談など 
藺軽度の病気やけがなど 

医療所、医院、クリニック 

藺入院治療 
藺二次救急 
藺専門外来 
　　小児科の場合、心臓・神経・ 
　　腎臓・アレルギー外来など 
藺「かかりつけ医」からの紹介患者さんの外来 

市立病院 

必要必要に応じて紹介紹介 必要に応じて紹介 

まず「かかりつけ医」を受診 
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市
立
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
は
こ
れ

ま
で
の
「
基
本
」「
脳
」「
精
密
」
の

３
コ
ー
ス
か
ら
、「
基
本
」「
精
密
」

の
２
つ
の
コ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。
精

密
コ
ー
ス
で
は
、
脳
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
が
追
加
さ
れ
た
「
脳
コ
ー
ス
」、

胸
部
Ｃ
Ｔ
と
内
臓
脂
肪
検
査
が
追
加

さ
れ
た
「
肺
コ
ー
ス
」、
両
者
を
含

ん
だ
「
脳
・
肺
コ
ー
ス
」
か
ら
利
用

い
た
だ
く
方
の
目
的
に
応
じ
て
選
択

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

脳
に
つ
い
て
の
み
検
査
を
受
け
た
い

と
い
う
ご
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
脳
ド
ッ
ク
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま

で
通
り
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
特
に
４０
歳
以
上
で
一
度
も
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方
に

は
、
加
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
脳
疾

患
、
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て
検
査
す

る
「
脳
コ
ー
ス
」「
肺
コ
ー
ス
」
の

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

 脳
の
検
査
 

 　
脳
梗
塞
や
く
も
膜
下
出
血
な
ど
の

脳
の
病
気
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
ひ
そ
か
に
進
行
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
発
症
し
て
し
ま
う
と
、

そ
の
後
の
生
活
に
非
常
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
で
は
磁

力
線
を
利
用
し
て
脳
の
状
態
を
調
べ

ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
脳
梗
塞
や
脳
腫

瘍
な
ど
の
有
無
を
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
で
は
脳

動
脈
瘤
な
ど
の
血
管
の
病
気
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
 

 肺
の
検
査
 

 　
肺
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
Ｘ
線
を
利
用
し

て
肺
の
状
態
を
調
べ
ま
す
。
肺
腫
瘍

や
肺
気
腫
（
タ
バ
コ
肺
）、
石
綿
関

連
の
病
気
な
ど
の
有
無
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
心
臓
（
冠
動
脈
）

や
大
動
脈
の
疾
患
が
判
明
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

　
診
療
の
Ｃ
Ｔ
よ
り
も
Ｘ
線
の
量
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
喫
煙
本
数
あ

る
い
は
年
数
の
多
い
方
に
は
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
検
査
で
す
。
 

　
同
時
に
内
臓
脂
肪
の
測
定
も
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
元
気
だ
っ
た
の
に
、
あ
る
日
突

然
倒
れ
た
…
。
ち
ら
ほ
ら
聞
く
話

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

　
交
通
事
故
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
ま
さ
し
く
「
元
気
だ
っ
た
の
に
、

あ
る
日
突
然
」
降
り
か
か
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、「
症
状
が
な
い
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
実
は
病
気
が
潜

ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
 

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
生
活
習
慣
病
は
そ
れ
自
体
で

は
症
状
が
な
く
、
か
な
り
進
行
し

て
重
症
化
し
て
か
ら
、
も
し
く
は

心
筋
梗
塞
や
脳
出
血
と
い
っ
た
合

併
症
が
起
き
て
か
ら
で
な
い
と
症

状
が
乏
し
い
疾
患
で
す
。
が
ん
も

年
余
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
症
状

が
出
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
疾
患
も
早
 

期
に
発
見
し
て
早
期
に
治
療
す
れ

ば
、
合
併
症
を
予
防
で
き
、
治
癒

も
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

間
ド
ッ
ク
な
ら
通
常
の
健
診
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
疾
患
で
も
発
見

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、

専
門
の
科
を
紹
介
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
診
し
て
い

な
い
方
に
も
ぜ
ひ
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
 

1 年
 
に
 
一
 
度
 
は
 

人間ドックを受診しませんか？ 人間ドックを受診しませんか？ 人間ドックを受診しませんか？ 
－新たなコース設定で検査項目が充実－ 

脳
・
肺
の
コ
ー
ス
を
新
設
 

脳
の
検
査
 

肺
の
検
査
 

発症する前に 
人間ドックで早期発見を 

市立病院 
健康管理科医長　　大 澤 　 真 

■検査項目・料金・実施日 

人間ドックのご案内（平成23年4月以降） 

※人間ドックの基本コースでは胃透視（バリウム）検査と内視鏡（胃カメラ）検
査のどちらかを選択できます。 
※人間ドックの精密コースは40歳以上の方にお勧めするコースです。 
※実施日は祝日を除きます。 

■オプション検査 
オプション検査のみの受診は受け付けておりません。人間ドックのいずれかのコ
ースに追加して受診できます（脳ドックには追加できません）。追加料金は次の
とおりです。当日のお申し込みはできませんので、ご希望の方は予約時に必ずお
申し込みください。 

（※）血液腫瘍マーカーは男性はシフラ・CEA・PSA、女性はシフラ・CEA・CA125の検
査を行います。 

血液腫瘍マーカー 
※基本コースにのみ追加可 

血液腫瘍マーカー 
（男性 : シフラ・CEA・PSA） 
（女性 : シフラ・CEA・CA125） 

4,560円 

血液腫瘍マーカー 
（※） 

43,560円 46,310円 76,480円 71,970円 87,190円 

女性オプション 子宮頸部細胞診、経腟エコー、 
乳腺エコー、マンモグラフィ 

12,780円 

オプション 検　査　項　目 追加料金 

骨　塩　検　査 

内臓脂肪検査 

肺 C T 検 査 

脳MRI・MRA検査 

胃部内視鏡検査 

胃　部　X　線 
（バリウム）検査 

胸 部 ・ 腹 部 
X　線　検　査 

血　液　検　査 

便 潜 血 検 査 

尿　　検　　査 

腹部エコー検査 

心 電 図 検 査 

肺 機 能 検 査 

聴　力　検　査 

眼　科　検　査 

身　体　計　測 

実　　施　　日 水・木曜日 火・金曜日 

料　　　　　金 36,820円 

脳ドック 

胃透視 内視鏡 内視鏡 内視鏡 内視鏡 

基本コース 
脳コース 肺コース 

精密コース 

人間ドック 

脳・肺 
コース 

○申込方法 
・人間ドック・脳ドックの受診はすべて予約制です。     
・毎月１日から、電話にて３か月先（その月の月末まで）の予
約を開始します。電話受付は午後１時から４時までです。     
※１日が休診日の場合は、翌診療日に予約を開始します。     
※受付開始日は電話のみ予約可能です。受付開始翌日から窓口での申し
込み（午後１時から４時まで）も受け付けます。 

ご予約 市立病院健康管理科　蕁946－2218

　
「
自
分
の
体
に
悪
い
と
こ
ろ

が
な
け
れ
ば
い
い
。
け
れ
ど
病

気
が
あ
る
の
な
ら
早
く
見
つ
か

っ
て
ほ
し
い
」
こ
ん
な
不
安
を

も
っ
て
い
る
方
は
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
人
間
ド
ッ

ク
で
病
気
を
早
期
に
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
市
立
病
院
で
は
人
間
ド
ッ
ク

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
利
用
し
や

す
い
内
容
に
す
る
た
め
、
検
査

項
目
や
検
査
の
組
み
合
わ
せ
を

見
直
し
、
平
成
23
年
4
月
か
ら

新
た
な
コ
ー
ス
設
定
で
実
施
し

ま
す
。
生
活
習
慣
病
や
が
ん
を

小
さ
な
芽
の
う
ち
に
発
見
・

治
療
し
、
病
気
の
悪
化
や
合
併

症
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
年
に
一
度
の
人
間
ド
ッ
ク

受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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